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▼�

利
用
方
法
　
図
書
館
や
学
校
で
借
り
た

本
、
自
分
で
買
っ
た
本
な
ど
を
読
み
終

わ
っ
た
ら
通
帳
に
記
入
し
て
、
50
冊
貯

ま
っ
た
と
き
は
通
帳
を
窓
口
に
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。
認
定
の
ス
タ
ン
プ
を

押
し
ま
す
。

図
書
館
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

い
そ
ち
ゃ
ん
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
図
書
館
で
は
い
ち
早
く
情
報
を
発
信
す

る
た
め
、
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
運
用
し
て

い
ま
す
。
休
館
情
報
や
お
す
す
め
本
の
紹

介
な
ど
、
沢
山
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き

ま
す
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を

持
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
日
々
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

▼
ア
カ
ウ
ン
ト

　
い
そ
ち
ゃ
ん
（
大
磯
町
立
図
書
館
）

https://tw
itter.com

/oiso_library

不
定
期
読
書
会

「
お
し
ゃ
べ
り
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

▼�

テ
ー
マ
　

　『
書
店
主
フ
ィ
ク
リ
ー
の
も
の
が
た
り
』

（
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ゼ
ヴ
ィ
ン
／
著
）

▼�

と
き
　
６
月
30
日
（
木
）
10
時
～
11
時

30
分

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
２
階
小
会
議
室

▼
定
員
　
５
人
（
先
着
順
）

▼�

申
込
　
５
月
10
日
（
火
）
～
、
電
話
・

カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
受
付

勉
強
会
、
講
習
会
に
、

会
議
室
を
貸
し
出
し
ま
す

　
図
書
館
本
館
に
は
、
会
議
室
が
３
室
あ

り
、
サ
ー
ク
ル
の
定
期
活
動
な
ど
に
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
利
用
に
は
、
大
磯
町
公
共
施
設
使
用

登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
窓
口
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
利
用
日
の
２
か
月
前
（
町
外
団
体
は
１

か
月
前
）
か
ら
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
生
涯
学
習
施
設
で
す

の
で
、
営
利
目
的
等
に

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

「
読
書
通
帳
」
をご利

用
く
だ
さ
い

　
読
書
通
帳
は
自
分
が
読
ん
だ
本
の
名
前

や
感
想
な
ど
を
書
き
込
み
、
貯
め
て
い
く

も
の
で
す
。
た
く
さ
ん
の
知
識
や
感
動
を

貯
め
て
、
自
分
の
宝
物
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

対
象
　
幼
児
～
大
人
ま
で
（
図
書
館
の

利
用
券
を
持
っ
て
い
る
人
）

▼
配
布
場
所
　
図
書
館
本
館
、
分
館
窓
口

企
画
展

「
め
ぐ
っ
て
み
よ
う
！�

大
磯
宿
」

　
大
磯
宿
を
テ
ー
マ
と
し
た
企
画
展
を
、

６
月
12
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
資
料
館
企
画
展
示
室

▼
観
覧
料
　
無
料

展
示
の
一
部
を
ご
紹
介
！

大
磯
宿
の
名
所
と
は
？

 

　
企
画
展
で
は
、
江
戸
時
代
の
大
磯
の
名

所
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
右
の
絵
は
、
東

海
道
の
宿
場
町
を
描
い
た
こ
と
で
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
、
初
代
歌
川
広
重
の
浮
世
絵

で
す
。

　
大
磯
宿
の
絵
は
、「
虎
ヶ
雨
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
、
宿
場
町
の
入
口

を
示
す
見
付
、
町
屋
の
家
並
、
松
並
木
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
虎
は
、
江
戸
時
代
に

仇
討
ち
も
の
と
し
て
人
気
が
あ
っ
た
「
曽

我
物
語
」
に
登
場
す
る
虎
御
前
の
こ
と
で

す
。
虎
御
前
は
大
磯
に
生
ま
れ
、
曽
我
兄

弟
亡
き
後
は
大
磯
で
兄
弟
を
供
養
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
磯
宿
は
、
高
麗
山
、
化
粧
坂
、
虎
御

石
な
ど
、
虎
御
前
と
ゆ
か
り
の
あ
る
事
物

が
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

郷
土
資
料
館
・
旧
吉
田
茂
邸

連
休
中
の
開
館

　
５
月
１
日
（
日
）
は
、
通
常
、
館
内
整

理
日
の
た
め
休
館
し
ま
す
が
、
５
月
の
大

型
連
休
中
の
日
曜
日
に
あ
た
る
た
め
、
臨

時
開
館
し
ま
す
。

「
古
文
書
裏
打
ち
ク
ラ
ブ
」

随
時
会
員
募
集
中

　
郷
土
資
料
館
で
は
、
古
文
書
の
修
復
を

目
的
と
し
て
、「
古
文
書
裏
打
ち
ク
ラ
ブ
」

が
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
で
は
、

会
員
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
、
郷
土

資
料
館
が
所
蔵
し
て
い
る
古
文
書
の
裏
打

ち
作
業
を
行
い
ま
す
。
裏
打
ち
と
は
、
古

文
書
の
修
復
技
術
の
一
つ
で
す
。

　
常
時
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
関
心
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
お
問
合
せ

の
う
え
、
活
動
を
ご
体
験
く
だ
さ
い
。

▼�
と
き
　
毎
月
第
３
土
曜
日
　
10
時
～
15

時
頃

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
資
料
館
研
修
室

▼
対
象
　
ど
な
た
で
も

▼ 

申
込
み
　
随
時
募
集
中
。
窓
口
ま
た
は

電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

休
館
の
お
知
ら
せ

　
４
月
19
日
（
火
）
か
ら
、22
日
（
金
）

ま
で
、
蔵
書
点
検
の
た
め
、
本
館
・
国

府
分
館
共
に
休
館
し
ま
す
。

図　書　館　問・ 　☎（61）3002
　　　　　　休館日　５／２・９・12・16・23・30
郷土資料館　問・ 　☎（61）4700
　　　　　　休館日　５／２・９・16・23・30

▲東海道五拾三次之内 大磯虎ヶ雨

いそちゃん

大会議室

使用料（時間） 定員
大会議室 530円（町外1,050円）30人
小会議室 320円（町外 630円）10人
和　　室 320円（町外 630円） 7人
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補助対象設備と補助金額 「
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
」
導

入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　
家
庭
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
設
置
に
対
し
導

入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
の
対
象

　�

令
和
４
年
度
中
に
町
内
の
自
ら
居

住
す
る
住
宅
に
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
設
置
が
終
了
し
、
実

績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
方

▼
申
請
手
続
き

　
工
事
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※�

補
助
金
申
請
書
に
、
見
積
書
や
シ

ス
テ
ム
の
仕
様
書
等
を
添
付
し
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
額

　
左
表
の
と
お
り
で
す
。

問
・
申
　
環
境
課

　
☎（
72
）４
４
３
８

　
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
を
推
進
す
る
た
め
、
不
燃
ご
み
で

捨
て
ら
れ
る
陶
磁
器
の
う
ち
、
新
品

や
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
る
食
器
を
資

源
化
し
て
い
ま
す
。

　
ご
み
集
積
場
所
で
収
集
さ
れ
た
も

の
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
直

接
持
ち
込
み
さ
れ
た
陶
磁
器
（
食

器
）
は
、
海
外
な
ど
で
必
要
な
方
の

手
に
渡
り
、
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）

さ
れ
ま
す
。

　
陶
磁
器
（
食
器
）
が
リ
ユ
ー
ス
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
終
処
分
場

に
埋
め
立
て
ら
れ
る
ご
み
の
量
が
削

減
で
き
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
お
茶
碗

や
お
皿
、
湯
飲
み
等
の
陶
磁
器
を
ご

み
集
積
場
所
に
捨
て
る
際
は
、
従
来

ど
お
り
不
燃
ご
み
専
用
の
か
ご
（
オ

レ
ン
ジ
色
）
の
中
に
入
れ
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
陶
磁
器
が
割
れ
な
い
よ

う
、
や
さ
し
く
置
い
て
、
資
源
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
夏
に
な
る
と
木
々
が
生
い
茂
り
、

防
犯
灯
の
明
か
り
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
視
界
を
さ
え
ぎ
り
、
十
分
な
役
割

を
果
た
さ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
自
宅
に
隣
接
し
て
い
る
防
犯
灯
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
が
あ
る
場
合

は
、
樹
木
の
枝
下
ろ
し
に
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
６
７

問
環
境
課
　
☎
（
72
）
４
４
３
８

▲�専用容器に入れて保管されている
陶磁器（食器）

環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
な
暮
ら
し
を
応
援
し
ま
す
！

～
災
害
時
に
も
電
気
が
確
保
で
き
ま
す
～

陶
磁
器
（
食
器
）
の
資
源
化
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

×　リユースできないもの ○　リユースできるもの

・割れたり、欠けたりしているもの
・汚れが激しいもの
・食器以外のもの
　例：花瓶、植木鉢、置物　等

・�新品またはそのまま使用できる
食器
　例：お茶碗、お皿、湯飲み　等

補助対象設備 補助金額
HEMS機器【必須】 上　限

１万円エネルギーの「見える化」
と「制御」が可能
住宅用太陽光発電

システム 上　限
５万２千円
（１kwあたり
1万5千円）

自然エネルギーを活用し、
余った電力は売電

家庭用燃料電池システム
上　限
５万円二酸化炭素を発生させず、

発電時に発生する熱は給湯
に利用
定置用リチウムイオン

蓄電システム 上　限
５万円夜間電力などにより電気を

貯めておき、昼間に使え、
災害（停電）時にも活用可能
電気自動車充給電器
（充放電設備）

上　限
５万円

電気自動車に搭載された電
池から、電力を供給できる
機能、災害等における非常
用電源として使用可能

太
陽
光
発
電
設
備
の
共
同
購
入
希
望

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
〜
み
ん
な
が

集
ま
る
ほ
ど
安
く
な
る
！
〜

　
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
購

入
希
望
者
を
募
り
、
一
括
し
て
発
注

す
る
こ
と
で
太
陽
光
発
電
設
備
を
安

く
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
共
同
購

入
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
制
度
と
あ
わ
せ
て
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

▼
事
業
の
流
れ

①�

専
用
W
E
B
サ
イ
ト
か
ら
参
加
登

録
（
８
月
31
日
（
水
）
ま
で
）

②
見
積
り
を
確
認

③
購
入
す
る
か
ど
う
か
判
断

※�

詳
細
は
専
用
W
E
B
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　「
み
ん
な
の
お
う
ち
に
太
陽
光
　

か
な
が
わ
」
で
検
索

問��

・
申
　
か
な
が
わ
み
ん
な
の
お
う

ち
に
太
陽
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

　
☎
０
１
２
０
（
２
１
６
）
１
０
０

防
犯
灯
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
か
か
る

樹
木
の
枝
下
ろ
し
に
ご
協
力
を

　ふるさと納税制度を活用して、販
路拡大につなげてみませんか。大磯
の魅力を一緒に発信する事業者をお
待ちしています。

◆�内容　ふるさと納税制度の概要、
返礼品提供にあたっての事務手続
き等

◆�対象　ふるさと納税返礼品提供を
検討する事業者

◆�日時　５月1９日（木）
　午後２時から
◆場所　保健センター２階研修室
◆�参加方法　事業者名、参加者氏名
及び連絡先を前日までに財政課あ
て電話にて連絡

※�詳細は、町ホームページをご確認
ください。

問財政課　☎内線216

ふるさと納税返礼品提供事業者
説明会開催


